
 

 

 

 

 

令和６年度 

 

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科 

 

言語文化専攻博士前期課程 日本言語文化コース 

 

 

[春季試験]  一般選抜 筆記試験問題 

 

 

１０：００ ～ １２：００ 

(120分) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問題１ 生成系ＡＩに代表される人工知能を、どのように研究に活用できると考えるか。 

これから自分が研究しようとする分野と関連させて論じなさい。 

 

 

問題２ 次の①～⑦の問から２問選択して答えなさい。 
 
 
① 日本社会の「共同体」を描く文学作品について、具体例を挙げて論じなさい。 

 

② 日本文学作品の翻訳について、知るところを述べなさい。 

 

③ 出島（長崎）の歴史について、知るところを述べなさい。 

 

④ J.L.オースティンに代表される言語行為論が文学研究にもたらした影響を 

論じなさい。 

 

⑤ 日本語の「音便」について、知るところを述べなさい。 

 

⑥ 内容重視型の言語教育について、知るところを述べなさい。 

 

⑦ 非日本語母語話者に対する漢字教育について、知るところを述べなさい。 

 

 

 問題３ 次の英文を日本語訳しなさい。 

 

  What kind of knowledge do we hope to derive from reading novels, which tell  

us stories we know are not “true”?   One traditional answer to that question is: 

knowledge of the human heart, or mind. The novelist has an intimate access to the  

secret thoughts of her characters denied to the historian, the biographer or even the 

psychoanalyst. The novel, therefore, can offer us more or less convincing models of 

how and why people act as they do.  Postmodernism and poststructuralism have 

deconstructed but not demolished the Christian or liberal humanist ideas of the self on 

which this project is based ― the unique, autonomous individual responsible for his  

or her own acts. 

※この問題は、著作権の関係により掲載できません。 


